
１ はじめに

岡山県で平成８年度および９年度に相次いで発生し

た志賀毒素産生性大腸菌（以下 STECと略す）O１５７

感染症は感染症の歴史に残る大発生の発端となった。

本菌による散発事例の発生はその後も続いており，毎

年約１００株が分離されている。また，食中毒の原因菌

として常に上位を占めているサルモネラによる発生

は，S . Enteritidis（以下 SEと略す）に汚染された鶏の

輸入を契機に，本県でも集団発生や散発例が頻発して

いる。このような状況から，県下の両菌による感染事

例について，流行株の把握や散発例由来株相互あるい

は集発例由来株との関連性を検討して，感染源・感染

経路の究明や感染症の発生予防に役立てる事は重要で

ある。われわれはこれら２菌種について継続した調査

を実施しているが，本報告では平成１５年度に県下で分

離された STECおよびサルモネラ両菌の各種性状につ

いて解析し，菌株相互の関連性を検討した。

２ 材料及び方法

２．１ 菌株

県下で平成１５年度に分離された STECおよびサルモ

ネラ菌株を用いた。

２．２ 各種性状試験

各種性状試験は，以下の方法で実施した。

� 生化学的性状試験

ID テスト EB２０（日水）を用いて，菌の同定を行っ

た。

� 血清型別

分離菌の血清型別は，STECは病原性大腸菌免疫血

清（デンカ生研）を，サルモネラはサルモネラ免疫血

清（デンカ生研）を用いて実施した。

� 毒素型別

STECの毒素型別は，ラテックス凝集反応による大

腸菌ベロ毒素検出用キット（デンカ生研）および PCR

法１）により実施した。

� パルスフィールドゲル電気泳動法による遺伝子型

別

STECのパルスフィールドゲル電気泳動法による遺

伝子型別（PFGE型）は，国立感染症研究所に依頼し

て実施した。

� ファージ型別

サルモネラのファージ型別は，国立感染症研究所に

依頼して実施した。

３ 結果および考察

平成１５年度の STEC月別検出状況を，表１に示し

た。

STECは７月に３３．７％と最も検出率が高く，次いで
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６月１８．８％，８月１２．６％の順で夏期に高率に検出され

た。これはこの時期の発生件数が多かっただけでな

く，家族内感染により検出率が増加した。特に７月を

中心とした発生事例では，店や地域がそれぞれ異なっ

ているものの，患者の多くは発症前１週間以内に焼肉

を喫食しており，発生が時期的に集中したためであ

る。

検出された STECの血清型・毒素型を，表２に示し

た。

血清型・毒素型は６種類検出され，O１５７：H７，STX

１，２が３４．７％，O１５７：H７，STX２が３１．７％の順に高

率で，全体の７割近くを占めた。O１５７：H７以外では

O１５７：H−，O２６：H１１，O１１１：H－が検出された。ま

た，O１５７：H７，STX１は，すべての株が１家族の感

染者由来であった。

検出された STECの PFGE型を，表３に示した。

PFGE型は血清型・毒素型によらず，家族内感染事

例とその接触者由来株で同一の型を示した。また，O

１５７：H７，STX２のⅡa’，ND，Ⅲと O１５７：H７，STX１，

２のⅡa，ND，NDの株を検出したヒトの多くは，ほ

ぼ時期を同じくして焼肉を喫食しており，PFGEによ

る DNA パターンも一致したことから，感染源として

共通のものが推測されたが，特定できなかった。これ

ら以外の事例では同じ血清型・毒素型の株でも PFGE

型は多種多様な型を示した。

一方，サルモネラについてヒトの散発事例の月別検

出状況を，表４に示した。

８月の２８．１％が最も検出率が高く，９月の１８．７％，

７月の１２．３％，１０月の１１．５％と続き，STEC同様夏期

に高率に検出された。

ヒト散発事例由来株の血清型を表５に，集団発生事

例由来株の血清型を表６に示した。

散発事例からは２４血清型と型別不能の株が検出さ

れ，例年どおり SEが１１６株（４９．４％）と約半数の患

者から検出された。それ以外の血清型はいずれも１０％

以下の検出率に止まった。集団発生事例は SEによる

ものが２事例，S . Newportによるものが１事例で，SE

はファージ型１４bが液卵，豚肉，患者便から分離され

て感染源が特定できた事例と，患者便からのみファー

ジ型３６の SEが検出された事例であった。散発事例同

様，SEを原因菌とした事例が多かった。一方，散発

事例で SEに次いで高率に検出された血清型は S .

Infantis（以下 SIと略す）の２１株（８．９％）であり，こ

れは次に示す食鳥由来株との関連性から興味深い。食

鳥由来株の血清型を，表７に示す。

食鳥からは１５血清型と型別不能株が検出されたが，

検出率の最も高かったのは SIの８３株（６８．０％）であ

り，鶏卵の汚染が問題となっている SEは４株

（３．３％）しか検出されていない。この傾向は我々が

２年前から行っている調査において継続して見られて

おり，それ以前の他の報告にも同様の傾向が報告され

ている２），３）。分離された SIの PFGEによる DNA パ

ターンについて，われわれは人由来株と鶏由来株を比

較して一部の株で一致が見られた事を報告した４），５）。

また，散発事例の SIの検出率が比較的高い値を示し

ている事などから，鶏由来株のヒトへの感染は従来よ

り最も多い SEもさることながら，SIについても十分

な注意と予防対策を実施すべきである。そのため，汚

表１．STEC月別検出状況

月 ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ １１ １２ １ ２ ３ 計

株 数 ２ ９ １９ ３４ １３ ７ １ １０ ４ ０ ０ ２ １０１

検出率（％） １．９ ８．７ １８．８ ３３．７ １２．６ ６．８ １．０ ９．７ ３．９ ０．０ ０．０ １．９

表２．検出された STECの血清型・毒素型

血清型 毒素型 株数 検出率

O１１１：H− １ ５ ５．０

O１５７：H− １，２ ４ ４．０

１ ９ ８．９

O１５７：H７ ２ ３２ ３１．７

１，２ ３５ ３４．７

O２６：H１１ １ １６ １５．８

計 １０１
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染された飼育鶏舎や食鳥処理場の消毒と鶏肉汚染の予

防を徹底する必要がある。鶏由来の SI株間の PFGE

型については，遺伝子的にかなり近縁なものであるこ

とが示され，限られた感染源から食鳥汚染が拡大して

いったものと考えられた。

魚粉飼料から分離されたサルモネラの血清型を，表

８に示した。

１２血清型と型別不能株が検出され，S. Agoueve／S .

Cubanaの ５株 （１２．８％）， S . Tennesseeの４株

（１０．３％）が他の血清型より高率に検出されたが，最

も多く分離されたのは型別不能株の１７株（４３．６％）

表３．検出された STECの PFGE型

血清型 毒素型 PFGE型 株 数 備 考

O１１１：H− １ ND，ND，ND ５ 家族内感染事例

O１５７：H− １，２
Ⅲa’，Ⅳa，Ⅷ １

Ⅱg，Ⅴ’，Ⅲ ３ 家族内感染事例

１ Ⅱa，Ⅱa，Ⅲ ９ 家族内感染事例

Ⅱa，ND，Ⅲ ２

Ⅱa’，ND，Ⅲ １２ うち９名は異なった焼肉店で喫食

Ⅱa，ND，ND ２

Ⅱa’，ND，ND １

Ⅲa，ND，ND ２

Ⅲb，ND，Ⅲ １

２ Ⅲc，Ⅴ’，ND １

Ⅲk，ND，Ⅲ ２

Ⅴb，Ⅴ，Ⅲ １

Vb’，V，Ⅲ ３

ND，Ⅴ，Ⅲ １

ND，ND，Ⅲ ２

O１５７：H７
ND，ND，ND ２

Ⅱa，Ⅱa，Ⅰ ５

Ⅱa，ND，Ⅰ １

Ⅱa，ND，ND ９ うち５名は異なった焼肉店で喫食

Ⅱb，Ⅱa，Ⅰ １

Ⅱb，Ⅱb，Ⅰ ７ ４名は家族と接触者，２名は家族

Ⅱc，Ⅱa，Ⅱ １

１，２
Ⅱc，Ⅱb，Ⅰ １

Ⅱc.ND.I １

Ⅱh，ND，ND １

Ⅲb，ND，ND ３

ND，Ⅱa，ND １

ND，Ⅱb，ND ２

ND，ND，Ⅰ １

ND，ND，ND １

O２６：H１１ １ ND，ND，ND １６ ３名は接触者と家族，５名は家族，２名は家族

計 １０１
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表４．サルモネラ月別検出状況

月 ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ １１ １２ １ ２ ３ 計

株 数 ９ ２３ ２０ ２９ ６６ ４４ ２７ １１ ５ ０ １ ０ ２３５

検出率（％） ３．８ ９．８ ８．５ １２．３ ２８．１ １８．７ １１．５ ４．７ ２．１ ０．０ ０．４ ０．０

表５．ヒト散発事例由来サルモネラ血清型

血清型 株数 検出率（％）

S . Agona ９ ３．８

S . Anatum ４ １．７

S . Brandenburg １ ０．４

S . Dessau /S . Senftenberg ２ ０．９

S . Dublin １ ０．４

S . Emek １ ０．４

S . Enteritidis １１６ ４９．４

S . Hadar ２ ０．９

S . Heidelberg １ ０．４

S . Infantis ２１ ８．９

S . Kiambu １ ０．４

S . Lexington １ ０．４

S . Litchfield ５ ２．１

S . Miyazaki １ ０．４

S . Nagoya １ ０．４

S . Newport ５ ２．１

S . Paratyphi B ６ ２．６

S . Saintpaul １０ ４．３

S . Singapore ５ ２．１

S . Stanley ２ ０．９

S . Thompson ９ ３．８

S . Typhi １ ０．４

S . Typhimurium １１ ４．７

S . Virchow ２ ０．９

型別不能 １７ ７．２

計 ２３５

表６．集団発生事例由来サルモネラ血清型

事例 検体名 血清型 株数 ファージ型

液卵 S . Enteritidis １ １４b

１
豚肉 S . Enteritidis １ １４b

患者便 S . Enteritidis
２７ １４b

１ ６

２ 患者便 S . Enteritidis ３ ３６

３ 患者便 S . Newport ４

表７．食鳥由来サルモネラ血清型

血清型 株数 検出率（％）

S . Aarhus １ ０．８

S . Agona １ ０．８

S . Bareilly ５ ４．１

S . Corvallis ５ ４．１

S . Enteritidis ４ ３．３

S . Infantis ８３ ６８．０

S . Isangi １ ０．８

S . Manhattan １ ０．８

S . Muenchen １ ０．８

S . Newport １ ０．８

S . Oranienburg ３ ２．５

S . Schwarzengrund １ ０．８

S . Singapore ２ １．６

S . Typhimurium １ ０．８

S . Virchow １ ０．８

判別不能 １１ ９．０

計 １２２

表８．魚粉飼料由来サルモネラ血清型

血清型 株数 検出率（％）

S . Agona ２ ５．１

S . Agoueve /S . Cubana ５ １２．８

S . Banana １ ２．６

S . Dessau /S . Senftenberg １ ２．６

S . Kentucky １ ２．６

S . Mbandaka １ ２．６

S . Oranienburg １ ２．６

S . Orion １ ２．６

S . Schwarzengrund ２ ５．１

S . Tennessee ４ １０．３

S . Thompson １ ２．６

S . Weltevreden ２ ５．１

判別不能 １７ ４３．６

計 ３９
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で，分離株の約半数を占めた。魚粉飼料以外の検体で

は，型別不能株の占める割合は７．２～９．０％と低く，こ

のことからヒトへの感染源として魚粉飼料がどれ程関

与しているかは疑問である。

以上，STEC，サルモネラについての疫学的な調

査・解析を行ったが，健康被害の予防や感染症集団発

生時の流行の早期探知，拡大の防止等には継続した疫

学調査が不可欠であり，今後もさらに詳細な疫学調査

を実施していく必要があると考える。
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